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I はじめに
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古代より稲作農耕を営んで、きた我が国では，農事暦を中心にして節目が四季折々のうちに巧
みに配置されている。その日には労働を休み，神々に感謝の供物を棒げ，それと同じ食べもの
を家族，隣人共々と分かち食べ心和やかに一日を送る，これが民間ゐ年中行事で、あった。
激しい労働と， 貧しい食生活が続いた農民にとって，これらの節目やその日の特別な食べも
のは健康維持の上で不可欠なものであったが，同時に共食の喜びを昧わう機会でもあり精神的
にも意味のあるものであった。つま り「同じ単位の飲食物，たとえば一つのかめに醸した酒，
一つのこしきで蒸した強飯，一つの臼の餅や一畠の瓜大根を」分け合って食べることによって，
人と人との連鎖が強まり， 幸福に暮すことができると信じ，そのしきたりを永く続けてきたの
である。しかし，明治初年まで80%以上あった農業人口も20%に激減した現代では，行事食の
持つ儀礼的な意味もうすれ 又あらゆる食べものが満ちあふれ いわゆる「ハレ」と「ヶ」の
食事の混交によって行事食も次第になじみうすい存在となっている。内容的にも種々変化して
おり， 「白米の飯，魚，煮しめJが，かつての代表的「ハレ」の食べものであった事を知る人
は少ない。
現在，家庭ではどのような行事食がとり入れられ，生活とか、わっているであろうか。古来
よりの伝統的食べものは，どの程度伝承され或は変化しているであろうか。又，食習や， 食べ
ものは文化の形をもっとも示すものであり，この中から北海道の食文化を知る手がかり を得た
いと考え，これらを目的に本調査を行った。
E方法
北海道女子短期大学生，札幌市内の女子短期大学生，及び専修学校生徒とそれらの家庭を対
象に， 17項目の行事食についてその実施状況を質問紙法により調査した。
調査時期は，昭和53年9月，昭和54年4月，調査数は490名（回収率98%，有効率91%）である。
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考察
対象者の概況
50 
図1
と結果
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1.対象者の概況
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図1は対象者の概況である。
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と考えられる出身地，家庭の
出身地は札幌周辺が39.4%
職業，主婦の年令，祖父母の
同居有無についてまとめたも
のである。
と最も多く，ついで道央25.5
祖父母同居有無修多ゑ貌ご忽笈努物：同一%， 道東15.7%，道北15.7%, 
道南7.6%の順となり，パラ
ツキはあるが全道各地に分布している。
その他のJI慣である。自営業，農業，漁業，職業は給与所得者が65%と多く，
主婦の年令では，新制の教育を受けている45歳以下が約60%であり，46歳以上の者よりやや
同居が24.3%である。多くなっている。 祖父母同居の有無は，
｜必ず食べる 食べる時あもる 食べな い
人 （%） 人 ¥%) ん （%） 
1 元 日486(99. O) 2( 0. 5) 2( 0. 5) 
2 七 草 107(22. O) 103 (21. O) 280(57. 0)
3 節 分146(33. 0) 102 (21. 0) 242(49. O) 
4 ひ な 祭り 272 (55. 5) 147(30. O) 71 (14. 5) 
5 春の彼岸 219(44. 5) 121 (25. 0) 150(30. 5)
6 天皇誕生日 3( 0. 5) 15( 3. 0) 472(96. 5)
7 子供 の臼202(41. O) 148 (30. O) 140(29. 0) 
8 母の日 38( 8. 0) 100 (20. 0) 352(72. 0)
9 父の日 30( 6. O) 95 (19. 5) 365(74. 5) 
10 北 海道神宮祭 16( 3. 0) 23( . 0) 451 (92. 0)
11 七 タ 13( 2. 5) 55(11.5) 422 (86. 0) 
12 お 盆 152(31. O) 95 (19. O) 243(50. O)
13 月 見 148(30. 5) 116 (23. 5) 226(46. 0)
14 冬 至 319(65. 0) 95 (19. 5) 76(15. 5) 
15 クリスマ ス 401 (82. 0) 67 (13. 5) 22( 4. 5) 
16年 取 り 470(96. 0) 12( 2. 5) 8( 1. 5) 
17自分の誕生日302(61. 5) 130 (26. 5) 58(12. 0) 
n =490 
行事食の実施状況表1行事食の実施状況
表 lは， 17項目の実施状況を示したもの
2. 
項目別実施状況(1) 
である。
17項目の選定については，古来よりの年
ひな祭りなど12
項目， 近年盛んになったク リスマス， 母の
その他国民の祝日，郷土の祭りな
どを含めた。
七草，中行事である元旦，
日など，
必ず食べると元旦に特別な食べものを，
いう者が99%，食べる時もあるが0.5%，食
べないが0.5%となっている。
七草では，必ず食べる者22%，食べる時
もあるが21%，食べないものが57%となり
以下表に示すとおりである。
これらの中から，実施頻度の高いものを
順位別に図2に示したO
元旦，年取りなど正月行事が最も高く，
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図2クリスマスも高い項目である。 必ず食べ又，
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55.5 
61.訓
岡その時これらは，の日なども上位にあるが，
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図3は，実施率の低い項目を順位別に示し
王且たものである。
実施しない項目
% 
I叫天皇誕生日，北海道神宮祭は大部分の家庭
86.0 
皿削96.5 で実施していない。北海道神宮祭は又，札幌
世bげ＇4.5祭りでもあるが，札幌居住者でも約91%実施
回
していない。七夕は行事としては各地で行な
われているが，行事食はあまり見られない。
又，最近の行事である父の日，母の日も， ???ー??
七
夕
?
??
? ????? ?
あまりとり入れられていない。
家庭での実施回数(2) 
これら17項目の行事食をどの程度とり入れているか検討した。実施回数は必ず各家庭では，
食べるというものだけでなく，食べる時もあるというものも含めている。
n =490 
1 2 3 4 56 7 8 9 101 12 13 14 15 16 17 it 平均 SD 
全 体 03 2 9 13 29 49 5 70 79 6 35 31 26 15 7 1 490 9. 7 2. 74
給与所得者 0 2 1 3 9 18 35 38 45 57 38 24 20 184 6 1 319 9. 7 2. 65 
自営業 0 1 1 3 2 5 8 116 14 14 8 10 4 4 1 0 102 9. 8 2. 82 
農 業 00 0 2 1 6 6 2 5 3 9 11 1 5 0 0 42 9. 8 2.82 
滋を
I魚 業 00 0 0 0 0 0 2 1 3 3 2 0 12 0 0 14 1.4 2.10 
その他 0 0 0 1 1 0 0 2 3 2 0 0 2 0 0 0 13 9.4 2. 78 
実施回数 （職業別）表2全家庭
では，少ないとごろで2項目，
は9.7項目となっている。
職業別では， 給与所得者，
自営業，農業は9.7, 9. 8項目
多いものは17項目すべて実施
しているものもあり， 平均で
表2に示すように，
とほぼ同じ値をしめすが，給
出 Pく0.C5で有意差あり
与所得者は他三者と比べパラ
n =490 
1 2 3 4 5 6 7 8 9 10 1 12 13 14 15 16 17 it 平均 SD 
40歳以下 00010146554310000 30 9.※ 1 2. OD 
41歳～45歳 0 1 1 4 7 18 25 31お3634 18 14 18 9 3 1 255 9. 7 2. 79
46歳～閃歳 0 2 1 3 6 8 16 142 2 21 114 8 4 3 0 155 9. 7 2. 8
発を
51歳以上 0 0 0 1 0 2 4 4 8 16 7 3 2 02 1 0 日 9.9 2. 24 
it O 3 2 91329495570796635312615 7 1 490 9. 7 2. 74 
実施回数 （主婦の年齢別）表3ツキは少ない。漁業家庭は
11. 4項目と最も多く，標準偏
差も小さく， 他四者との聞に
有意差が認められた。
次に主婦の年令別から見る
と表3のとおり， 40歳以下の
東2者間にP<0.1で有意差あり
家庭では9.1項目と最も少ない。
46歳から5041歳から45歳，
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歳は平均9.7項目，標準偏差もほぼ同じで似たような傾向をしめす。51歳以上になると，平均値
は9.9項目と最も多く，又バラツキも小さい。40歳以下と50歳以上の聞には有意差が認められ
ており，年令層が高くなるにつれて実施回数も多くなることが明らかである。
表4は祖父母同居有無別に
検討したものである。同居家
庭は10項目，祖父母のいない
家庭は9.6項目となり，両者聞
に．は有意差が認められ，同居
家庭が明らかに多いことを示
表4 実施回数（祖父母同居有無別）
n =490 
同
1 2 3 4 5 6 7 8 9 10 l 12 13 14 15 16 17］計 ｜平均Is D 
居Io 1 o 3 3 s 1 14 14 16 16 12 1 9 6 2 o I 119J 10.すI2.鉛
?
無しIo 2 2 6 1024 38 41日63so 23 24 11 9 s 1 I 37! J 9. 6 J 2. 66 
0 3 2 9 13294955初 796 35 31 26 1s 7 1 I 490 I 9.7 I z.74 
出 Pく0.1で有意差あり
している。
(3）行事食を決定する者
表5は，これら行事食の実施や，その内容
を決定する際に誰の意見が最も重視されるか，
又その家庭での実施回数との関連を見たもの
である。
決っていないという家庭が約40%で一番多
く，ついで子供，母親，祖父母，父親の順と
なっている。し きたりに沿って何となく実施
している家庭が多いのであろう。実施回数と
の関連では，決定者が特にいない家庭，母親が決定者である家庭などは全体に占める割合が多
いにもか、わらず，実施回数は9.4項目とむしろ少ない。逆に父親や祖父母が決定者である家庭
表5 行事食を決定する者と
その家庭の平均実施回数
人数 （%） 平均実施回数 SD 
ネE 父 母 18( 3. 6) 10. 3 2. 44 
父 親 16( 3 .3) 10. 4 1. 82 
母 親 117( 23.9) 9. 4 2. 29 
子 Z其 145( 29. 7) 10.1 2.70 
決っていない 194( 39. 7) 9.4 3. co 
計 490(100 .ol 9. 7 2. 74 
は全体的に見れば少ないが，実施回数は多くなっている。特に父親が決定者である場合，それ
らの家庭の実施回数は10.4項目と多く，標準偏差も小さく影響の大きいことを示している。
3.行事食の内容
表6は比較検討のための資料として 各種文献よ り伝統的な行事食内容をまとめたものであ
る。これらと比較しながら本調査での内容について述べることにする。
図4は元旦の食事内容である。雑煮を主にし，それにうま煮や黒豆など，おせち料理が加わ
る伝統パターンが97%をしめている。副食には洋風なものを付けているが，いずれにしても，
雑煮を必ず食べるものが大部分である。
図5の七草では，いわゆる春の七草を用いる訳ではないが， 三葉，せり，ごぼうなどを加え
て作る七専がゆが63%見られる。その他，雑煮， しるこなど餅類を用いるものもある。雑炊は
七草がゆに代るものとして，九州、ほどでは多ぐ見られるが，ここでは 4%と少ない。
図6は節分の内容である。節分の豆打ちの風習は，無気邪鬼を払う一つの呪法であり全国的
に見られるが，その他，鰯を焼いて家の戸口にさす風習も各地にあり，このような事から豆や
鰯が特別な食べものとなっている。こごでは落下生，及び豆菓子な どが約90%，大豆に代る豆
15 
表6 伝統的行事食の内容
内 ＇：』，；、．－ 
雑煮…・・日本各地 正月肴（北海道…・・・鮭，北陸，東北……鱒，鱈，鯖，関西，中国…
正 月 ぶーり，鯛） 煮しめ， うまに，黒豆，ごまめ，なます・…・各地 けんちん汁……関西
中部畑作地帯
七 草 七草がゆ…・・各地 七草雑煮…・・各地 雑炊・…・・奈良，広島，九州、｜
節 分 大豆……各地餅.‘ ...豊橋，静岡，九州｜ いわし・・…栃木，山梨，広島
ひな祭り ひし餅，草餅，あられ，すし，甘酒……各地はまぐり，あさり……関東
春の彼岸 おはぎ，因子……各地精進揚……栃木その他
五月の節供 柏餅， ちまき……各地 赤飯…・・東北その他
お 盆 赤飯……宮城，新潟野菜天ぷら……各地 うどん，そば……本州各地盆肴 （秋田…
…身欠にしん埼玉，神奈川，奈良……鯖）
七 タ そうめん，果物……本州各地
月 見 団子，まんじゅう，枝豆，栗……各地里芋……本州｜
年 取 年越そば，おせち料理……各地 うどん……四国
その他祭り 餅，赤飯，煮しめ，五回ごはん，すし……各地 さはち料理……四固 いとこ煮， けんちん，鯖ずし……中国 焼鯛，鯖ずし・…－関西筑前煮……九州、｜
類として用いている。鰯を食べるというも
のは l例も見られない。
図7のひな祭りは種類が多く，料理では
散らしずしが27%，その他のすしとして，
にぎりずしが14%とすし類が多く なってい
る。菓子では桜餅，うぐいす餅が最も多く
見られる。ひな祭りが定着したのは室町時
代といわれ，初期の食習としては赤飯，草
餅，あられ，菱餅があるがこれらは少ない。
桜餅， うぐいす餅は二月から三月にかけ
ての春の和菓子として出回るために用いら
れるであろう。
図8の春の彼岸では，おはぎが95%と最
も多く見られる。彼岸会におはぎ，だんご
を作る風習は日本各地にあるが，ここでも
図4 元Eの行事食内容
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顕著である。
図9の天皇誕生日は，代表的「ハレ」の
食べものである赤飯が多いが，その他すし，
とり空揚などの肉料理が見られる。
子供の日は，名称は変ったが端午の節供
として， 三月のひな祭りと同様古い風習で
あり，古来より菖蒲，遂などを身にかざし
植物の霊力をとり入れる風があった。従っ
て木の葉で巻いた柏餅や，ちまきなどがこ
の日の特別な食べものとされている。図10
に見られるように，これらの食べものは32
%とすし類についで多い。 新しい風潮とし
てのケーキは，ひな祭りのひなケーキと同
様 7%見られる。
図11の母の日，図12の父の日，この両者
は似たような傾向を示す。いずれもすし類
が多く，すしの中では両者ともにぎりずし
が大部分を占めている。
父の日は，男性の晴好の関係からか肉類
が多く，母の日は赤飯などのご飯類が多く
なっている。又，その他としてその時に本
人が希望するものを作るという者が，それ
ぞれ20%，外食で祝うというものが2%含
まれている。
図13の北海道神宮祭は，赤飯と煮しめ，
或いは焼魚という祭りの食べもののパター
ンが多い。 しかし，ここでもすし類が多く
見られる。
図14の七夕は，すし類が最も多く，その
他冷麦，赤飯，果物などがあげられている。
七夕行事も平安時代から行なわれている
古い行事であるが，疫病を免れる風習とし
て細い紐状の菓子「索餅」を主上に献上し
たことから，その名残りとしてそうめんが
特別な食べものになっている。ここでは，
図6 節分の行事食内容
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そうめんは見られないが， その代り として
か冷麦があげられている。
図15のお盆は，伝統的行事の中では種類
の多いことが白立つ。
お盆は精霊をまつる仏事の行事であるが
一方両親揃って健在な者の「生盆」と呼ば
れるめでたいお盆もあり，精進料理の他に
祝いごとの食べものである赤飯，魚、なども
特別な食べものになっている。ここでも，
仏事向きの食べものであるおはぎ，天ぷら，
煮しめ，だんごなどか見られる一方，赤飯
も多くあげられているのはそのためであろ
うか。
図16の月見は，だんご，とうもろこし，
枝豆などが多い。本州各地では，中秋の名
月は又，芋名月とも呼ばれるよう に，月見
に里芋を供える風習があり，これが特別な
食べものにあげられているが，ここではそ
の風習は見られない。さつまいもがその代
りか2%見られる。
図17の冬至は，冬至かぼちゃが91%と殆
んどを占めている。その他，かぼちゃの煮
ものや，かぼちゃがゆも見られ，かぼちゃ
が持別な食べものとなっている点は他の地
方と変らない。
図18のク リスマスは， 圧倒的にケーキが
多く91%，ついで鶏ロースト， その他の肉
料理が5D%をこえており，外来の食パター
ンと同じ傾向である。 商業主義に踊らされ
ている面もあるが，最近の食生活の洋風化
の中で晴好度も高い故であろう。
又，各種行事食に現われているすし類も
10%見られる。
図19の年取りは，そばが82%と最も多く，
年取り膳に洋風献立をと り入れてはいても
。
図10 子供の日の行事食内容
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図13 北海道神宮祭の行事食内容
飯戸三
50 
17 
100% 
100.% 
100% 
一ー寸
山塙：行事食に関する研究（ I)18 
100% 
お盆の行事食内容
50 
図15
飯
ts .はぎ
煮しめ
天ぷら
すし類
餅 ・だんご
赤
100% 
ー「
七夕の行事食内容
?
「?
図14
0 
類 L
麦 い｜
飯 ｜叶
物 I91 
し
????
100% 
冬至の行事食内容
50 
6 
91 
図17
。
ザ
」
冬至かぼちゃ
し る
100% 
ー寸
月見の行事食内容
50 ?
??????
?ゅ??
??
?
??
?
?
，?? ?
???? ?
図16
かぼちゃ煮もの
かぼちゃかゆ
年取りの行事食内容図19クリスマスの行事食内容図18
100% 
「
50 。109% 50 
74 おせち料理
理
し
の
82 年 越しそば91 
??
??
??
???
も鍋
。
クリス 7 ス
ケーキ
高鳥・
七面鳥ロースト
類
肉・そのf也
洋風料
テeコレーション
アイスクリーム
王理
しす
100% 
日
50 
生誕
。
図20
ノfー スディケーキ
生ずし
その他のすし
飯
理
他
I苅・そσコ千也
洋風料
の
赤
そ
19 
そばは食べるという家庭が多く，年越しそばの風習は根強いものがある。 おせち料理は74%で
あり，そばを含め全体には伝統的パターンが多いが， 肉料理を中心とする洋風料理も22%見ら
れ，殆んどが伝統的パターンであった元Eとは少々異なる傾向を見せている。又，にぎりずし
が30%と多い事も目立つ。
図20の誕生日は，パースデイケーキが最も多く54%見られる。ついでにぎりずし， その他の
すし類が多く， すしとケーキというパターンが目立つ。又，その他と して夕食で祝うものが10
%含まれている。
N ま と め
(1) 各行事食の実施頻度について
実施頻度の非常に高いものは，元E，年取りの正月行事とクリスマスである。家族の誕生日
子供の日なども高い項目だが，天皇誕生日や北海道神宮祭など，国や郷土にか 、わる祭りは非
常に低い。北海道人の道民性については，歴史の新しさから地縁，血縁の関係が薄く，それが
一方で、は個人主義を生んでいると指摘されているが，それを裏付けるものと思われる。
ひな祭りや冬至，月見など古来よりの伝続的な行事食は50%以上は実施されている。古い年
中行事や行事食などは，一見非科学的のようではあるが，日本人特有の生活の知恵と結びつい
ている故に今でも受け入れられているものと考えられる。
(2) 各家庭の実施回数
全家庭の平均実施回数は9.7項目であり，全項目の約半分は実施されている。職業別では漁業
家庭が有意で多く ，又行事食内容も伝統的パターンが多く取り入れられており，漁業家庭に古
い風習が残されているように見受けられる。現代でもj魚業は常に危険を伴うことが多く ，自然
に対する畏敬の念カ汚架いことや，縁起を大切にすることが多く ，それが昔からの風習と強く結
びついているものと考えられる。一方， 年中行事と深くか 〉わっていた農業家庭は他の職業と
変わるところがない。農業家庭には戦後，生活の近代化を推進するさまざまな指導の手が加え
られており，それが関連しているとも考え られ，又，因習の少ない北海道の特殊性であるかも
知れない。主婦の年令別で見ると高い年令層の家庭ほど実施回数が多く ，又祖父母同居家庭も
多くなっている。年配者ほど伝統的意識が強いことによる当然の結果であろう。
(3) 行事食の内容について
伝統的年中行事の食べものは，古来よりの内容と 変らず，正月の雑煮，祝日の赤飯や煮し
め，冬至かぼちゃ，七草がゆなど現在ではあまり晴好性が高くないものも愛着がもたれている。
生活事情は変っても行事食に対する日本人の心情は変っていないということであろう。
一方， 大きな変化としては，全ての行事にすし，特ににぎりずしがとり入れられていること
である。東北地方では，にぎりずしの撰択はそれほど顕著で、はない。他の地域でのこの種の資
料が少ないため検討を要するが，北海道での一つの傾向とも思われる。にぎりずしの晴好性が高
いことは種々の調査からも明らかであるが， その晴好性の高さとともに，店屋物の利用という
20 山塙：行事食に関する研究（ I)
手軽さも大きな原因と考えられる。すしは元来 魚を米や粟と一緒に漬けこみ自然発酵させた
魚の保存法であって，祭りや祝日への保存のために作られたのであ り，やはり「ハレ」 の食べ
ものではあった。現在のにぎりずしは，昔のすしとは全く形を変えているが現代の 「ハレ」の
食べものとなりつ、あることは興味ある現象と云えよう。
長い歴史の中で育まれてきた行事や行事食には， 人間生活を豊かにする様々な先人達の知恵
が込められている。とりわけ共食がもたらす効果一一家族，その他共同体内に連帯感を生み，
豊かな人間関係を作るー やー， 四季に反応し，自然と共存する謙虚な生活感覚などは， 現代人
が見つめねばならぬ点であろ う。行事食を単なる歴史的慣習と見なさずその中の価値あるもの
を生かして行きたいものである。
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